
CDP2024 スコアリング
イントロダクション

2024年7月26日

※本イベントは録画されており、後日CDPウェブサイトにて公開予定です。
※本イベントの無断録画・録音・掲載は禁止しております。



質問書やスコアリングの概要
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CDPの質問書

国際的な開示・取組み

の枠組み

投資家と企業は何を評価する

べきか

CDP質問書

国際的な枠組みの内容を

アクセス可能で実用的な

データに分類

CDPガイダンス

各質問でどのように完全で

比較可能な情報を提供で

きるか。各データに関連す

るアクションを取るための

リソース。

CDPスコアリング

各データに対するベスト

プラクティスはどのよう

なものか

CDPデータ

比較可能で標準化された、

意思決定に役立つデータ
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便利な機能の例

ガイダンスやスコアリング基準が同じ画面で閲覧可能

CDPのポータル



2024年 コーポレート完全版質問書
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 気候変動・フォレスト・ウォーターの各環境課題をひとつの質問書に集約。

 スコアは環境課題ごとの基準を用いて環境課題ごとに付与される。

 プラスチックと生物多様性はスコアリング対象外。

 金融サービスセクターはモジュール8～11は表示されない。

モジュール 1 – イントロダクション

モジュール 2 – 依存・インパクト・リスクと機会の特定、
評価および管理

モジュール 3 – リスクと機会の開示

モジュール 4 – ガバナンス

モジュール 5 – 事業戦略

モジュール 6 – 環境パフォーマンス
連結アプローチ

モジュール7 – 環境パフォーマンス
気候変動

モジュール9 – 環境パフォーマンス
ウォーター

モジュール8 – 環境パフォーマンス
フォレスト

モジュール10 – 環境パフォーマンス
プラスチック

モジュール11 – 環境パフォーマンス
生物多様性

モジュール 12 – 環境パフォーマンス
金融サービスセクター

モジュール 13 – 追加情報・最終承認

フォレスト

コモディティ総合スコア

単一のフォレストスコアの構成要素

一般質問のスコア

単一のフォレストスコア

大豆 パーム油 木材 畜牛品

全体の構造

４つのコモディティのポイントは均等に加算される。
例：パーム油と大豆について情報開示している場合、
これらのスコアはそれぞれコモディティ総合スコアの50%を占める。



CDPのスコアリング
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 独立性・公平性

CDPスコアリングチームは、環境課題に関する科学的知識を考慮に入れて、回答企業を公平に扱うような方法でCDPスコアリン

グ基準を作成し、独立した立場で決定します。スコアリングは、 CDPスコアリングチームやCDPのトレーニングを受けて認定され

たスコアリングパートナーによって実施されます。パートナーによるスコアは、厳しいチェック（クォリティ・アシュアランス）を経てか

ら発表されます。

 透明性

スコアリング基準はオンライン上で公開しています。またウェビナーやワークショップでも内容を説明しています。

 広範性 

2023年は、CDPを通して約23,000社(日本企業約2,000社を含む)が回答を行い、回答期限までに回答を提出したすべての

企業がスコアリングされています。

 影響力 

公表されたスコアは、CDPウェブサイトやレポートのほか、クイックやブルームバーグの株価情報端末やグーグルファイナンス、ドイ

ツ証券取引所などにも掲載されており、機関投資家にも共有されています。

CDPは質の高い情報を、独立した公平な立場で提供することを重要視しています。
そのために、CDPは利益相反ポリシーを定め、公開しています。

https://cdn.cdp.net/cdp-production/comfy/cms/files/files/000/009/270/original/CDP_Full_Corporate_Scoring_Introduction_2024_V1.0_JP.pdf


CDPスコアとレベル
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情報開示 

• 報告の完全性

認識

• 評価の包括性

• 環境課題が自社の
事業とどのように
関連するか

マネジメント

• 環境への影響を管
理しているか

• その分野のリー
ダーとして地位を
確立する行動を
とっているか

リーダーシップ

• 戦略と行動におけ
るベストプラクティ
スの実践

無回答企業のスコアはF

D-, D C-, C B-, B A-, A



情報開示レベル（D、D-）

「報告の完全性」を示す

ほぼ全ての質問で評価の対象となる（生物多様性とプラスチックに関する質問を除く）

質問ごとに割り当てられるポイントは、要求されるデータ量とデータ利用者にとっての相対的
な重要性の両方によって決まる

9

認識レベル（C、C-）

環境課題が事業とどのように関連しているのかについての「組織の評価の包括性」を示す

初歩的なスクリーニングや評価を超えて環境課題に対処するための行動を取ったことを示す
段階ではない

CDPスコアとレベル



マネジメントレベル（B、B-）

環境課題に与える影響を認識した上で、良好な環境管理に関連する「行動の根拠」を提供する
回答に対して付与される

「環境への影響を管理しているか」「その分野のリーダーとしての地位を確立する行動をとって
いるか」を示す
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リーダーシップレベル（A、A-）

活用する戦略と実行する行動において「ベストプラクティスを実践」していることを示す

環境スチュワードシップを推進するためにCDPが協働している機関によって策定されたベスト
プラクティスは、既に環境方針や環境活動において主導的な企業によって実施されている

Aスコアの企業は、Aリスト企業＝優秀企業として特別に認定されます

CDPスコアとレベル



F
 CDPが評価する上で十分な情報を提供できなかったことを示す。
例）
- 署名金融機関から気候変動・フォレスト・ウォーターの回答要請を受けているものの、無回答。
- 署名金融機関から気候変動の回答要請があり、CDPのセクター分類でフォレストやウォーターへ
影響力があるにも関わらず、無回答。

11

Not scored

スコアリング対象となる9月18日の回答提出期限を過ぎてから回答した場合、
スコアは付与されない。

CDPスコアとレベル

完全版：大企業に適しており、質問書にはセクター固有のデータポイントが
含まれている。

 SME版：中小企業のニーズに合わせて作成されており、質問書にはデータ
ポイントの数が少なく簡素化されている。CDP の中小企業適格基準を満
たす組織のみが、SME版に回答することが可能。
SME版の最高スコアはBとなる。完全版と単純に比較することはできない。

完全版とSME版の違い

https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/003/132/original/CDP-ACS-full-list-of-classifications.pdf


スコアリングの手法
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【4．5】 目標達成を含め、環境課題の管理に対して金銭的インセンティブを提供していますか。

採点基準と配点

スコアリングの手法

レベル 情報開示 認識 マネジメント リーダーシップ

採点基準 「この環境課題に
関連した金銭的イ
ンセンティブの提
供」の列において

ルート A) 
完了したセルごと
に表示されたセル
の数に比例して、
最大2ポイント

非開示ルート) 
列が完了していな
い場合 - 0/9 ポ
イント

情報開示レベルで満点でなければ
ポイントは付与されない。

「この環境課題に関連した金銭的イ
ンセンティブの提供」の列において

ルート A)
「はい」を選択 – 1/1 ポイント

ルート B) 
「いいえ、ただし今後 2 年以内に
導入する予定です」を選択 – 
0.5/1 ポイント

ルート C) 
「いいえ、今後 2 年以内に導入す
る予定はありません」を選択 – 
0/1 ポイント

非開示ルート) 列が完了していな
い – 0/2 ポイント

認識レベルで満点でなければ
ポイントは付与されない。

「この環境課題に関連した金銭
的インセンティブの提供」の列
において

ルート A) 「はい」を選択 – 
3/3 ポイント

ルート B) 「はい」以外を選択 – 
0/3 ポイント

非開示ルート)列が完了してい
ない – 0/6 ポイント

マネジメントレベルで満点でなければポ
イントは付与されない。

「この環境課題に関連した金銭的インセ
ンティブの提供」の列において

ルート A) 「はい」を選択した場合に
「この環境課題の管理に関連した役員お
よび取締役会レベルの金銭的インセン
ティブが全体に占める比率 (%)」の列に
10以上の数値が入力されている - 1 ポ
イント

ルート B)
 「はい」以外を選択した場合 - 0/1 ポイ
ント

非開示ルート) 列が完了していない場合
- 0/3 ポイント

配点合計 2ポイント 1ポイント 3ポイント 1ポイント
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スコアリングの手法

環境課題 この環境課題に関連した金銭的インセンティブの提供

この環境課題の管理に関連し
た役員および取締役会レベル
の金銭的インセンティブが全体

に占める比率 (%)

説明してください

気候変動

選択肢：

▪ はい
▪ いいえ、しかし、今後2年以内に導入予定です
▪ いいえ、また、今後2年以内に導入予定もありません

パーセンテージ欄

[0-100のパーセンテージを入力]

文字記入欄
[最大1,000字]

フォレスト 同上 同上 同上

ウォーター 同上 同上 同上

生物多様性 同上 同上 同上

【4．5】 目標達成を含め、環境課題の管理に対して金銭的インセンティブを提供していますか。

採点基準と配点



 情報開示と認識レベルにおいて、得点率（合計得点÷合計配点）の算出がされます。
全体の認識レベルの得点率が一定の閾値に満たなかった場合、マネジメントレベル以上の採点はされず、その企業のスコア
は最高でもCとなります。

 Bマイナス以上のスコアになる場合、マネジメントレベルとリーダーシップレベルでは、セクター別・カテゴリー別にウェイティ
ング (重要度を勘案した重みづけ)を考慮したスコアリングが行われます。
質問カテゴリーごとの合計獲得点(分子) ÷合計配点(分母)に基づき、そのカテゴリーでの得点率を出して、これにウェイト
の％値をかけることで、各カテゴリーの得点が算出されます。
例：あるカテゴリーの得点9 ÷配点12＝0.75、そのカテゴリーのウェイトが11％だった場合、0.75 × 11 ＝ 8.25点（全体
を100点満点としての獲得点数）となります。
このように算出した点数を足し合わせて両レベルの最終得点(得点率)が決まり、最終スコアが決定されます。

15

スコアリングの手法

資料： スコアリングイントロダクション Category weightings/Category mapping

ウェイティングを考慮しない得点率
（合計得点÷合計配点）

セクターの特異性やカテゴリーごと
のウェイティングを考慮した得点率

重みづけシステム

https://cdn.cdp.net/cdp-production/comfy/cms/files/files/000/009/270/original/CDP_Full_Corporate_Scoring_Introduction_2024_V1.0_JP.pdf
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies#983f54421cac095b304bb72361ae1e38
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
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スコアリングの手法

A

リーダーシップ A-

B

マネジメント B-

C

認識 C-

D

情報開示 D-

気候変動 フォレスト ウォーター

80-100%

1-79%

45-79% 45-74% 45-79%

1-44%

45-79%

1-44%

50-79%

1-49%

 情報開示・認識・マネジメント・リーダーシップ（重みづけあり） 各レベルのスコアを算出
 各レベルの閾値に従って最終スコアを決定

本ページに掲載している閾値は2024年６月公開時の暫定値です。今後、スコアリングプロセスにおいて最終決定されます。

【例】
情報開示＝82%
認識＝65%
マネジメント＝30%
リーダーシップ＝20%の場合
最終スコアはC

各レベルのスコア閾値
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 質問書セクターごとに、スコアリング基準やカテゴリーごとの重みづけが設定されています。
 環境課題へのインパクトが大きいセクターに該当する企業に対して、セクター別の質問が割り当てられます。
 質問書セクター（primary questionnaire sector）は、CDPのセクター分類に基づき、売上比率が最大のセク
ターに決定されます。

 スコアリングの対象となるのは、primary questionnaire sectorのみで、ｓecondary questionnaire 
sectorはスコアリングの対象外です。

 2024年、フォレストのセクターは「金融サービス」または「一般および金融サービス以外のすべて」となります。

気候変動 ウォーター フォレスト

• 一般
• 農産品
• 食料・飲料・タバコ
• 製紙・林業
• 石炭
• 電力
• 石油・ガス
• セメント
• 化学
• 金属・鉱業

• 鉄鋼
• 輸送機器製造（OEMS）
• 輸送機器製造（OEMS-EPM）
• 輸送サービス
• 不動産
• 建設
• 資本財
• 金融サービス

• 一般
• 農産品
• 食料・飲料・タバコ
• 化学
• 石炭
• 電力
• 石油・ガス
• 金属・鉱業
• 金融サービス

• 一般および金融サービス
以外のすべて

• 金融サービス

金融サービスセクターのフォレスト
とウォーターのスコアは2024年
は非公開となり、要請元と共有さ
れることはありません。

2024年 質問書セクター（環境課題別）

CDPのスコアリング

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies#b2b46243f4f9a4584190c6cdd6fb3fe7
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/003/132/original/CDP-ACS-full-list-of-classifications.pdf
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/005/453/original/CDP_Climate_Change_Scoring_Category_Weightings.pdf?1719910465
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/005/437/original/CDP_Water_Security_Category_Weightings.pdf?1719908668
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/005/445/original/CDP_Forests_Scoring_Category_Weightings.pdf?1719910324
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies#70a20025d2d597e57bb931e5edcb0147


回答要請の確認方法
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Primary Activity （主要活動）  ※質問書セクターと異なる場合があります。

フォレストやウォーターに関する開示要請

ポータルのOrganization details(組織の詳細)のページから確認できます。

質問書の設定ページで確認できます。
ACS変更の申請が認められた場合、本ページの内容も後日、変更される可能性がある点にご留意ください。

赤枠で囲った2行のうち、少なくともどちらかに

✓マークが入っていれば「回答要請あり」



CDP Capital Markets Request 2024 Sample Methodology
CDP Industry CDP Activity Group                  CDP Activity Impact
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回答要請の選定基準

 ウォーターやフォレストへのインパクト評価、 売上の閾値により決定する。
 Plastic products（Primary Activity）の例
ウォーター：Very High の場合、この活動にかかる売上が少しでもあれば、要請対象となる。
フォレスト：Low/Not relevantの場合、要請対象外となる。

https://cdn.cdp.net/cdp-production/comfy/cms/files/files/000/009/062/original/CDP_Capital_Markets_Request_%E2%80%93_2024_Sample_Methodology.pdf
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最も高得点となる回答行を採点します。

基準では「One row scored （1行を採点）」と表記されます。

ひとつの質問に対して複数の行で回答する質問においては、１行のデータのみがスコアとして
考慮される場合があります。

通常は、行動やプロセス、目標の記述がひとつの説明で十分な場合に使用されます。

マネジメントレベルにおいて採用されることが多く、評価の対象となる行動を複数挙げる場合、
すべての事例でベストプラクティスを満たしていなくても、包括的な回答を提供できます。

Best row scoring （べスト・ロウ・スコアリング）

スコアリングの手法
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 Points will be awarded per completed cell in proportion to the number of rows disclosed. （回答した行
の数に比例して、記入したセルごとにポイントが付与されます）
⇒表全体で、回答したセルの数に応じてポイントが付与されるため、部分的にしか回答できなかった行があっても、ポイントに反映
されます。すべてのセルが記入されていない行に対しては満点にはなりません。例 5.3.1, ２.2.2 情報開示レベル

 Points will be awarded per completed row in proportion to the number of rows disclosed（回答した行の
数に比例して、記入した行ごとにポイントが付与されます）例 5.3.2 認識レベル
⇒表全体で、回答が完全に記入された行のみにポイントが付与されます。部分的に記入された行にポイントは付与されません。

列1 列2 列3 列4 列5

行1

行2

行3

• ■は入力されたセル、■は無回答のセルを示しています。

• 入力が求められる欄：15

• 実際に入力されている欄：1０

• 質問の配点が6点である場合、10/15 * 6 = 4点が得点となる

列1 列2 列3 列4 列5

行1

行2

行3

• ■は入力されたセル、■は無回答のセルを示しています。

• 表示されている行の数：3

• 完答されている行の数：1

• こちらの質問の配点が6点である場合、1/3 * 6 = 2点が得点となる

• 行を追加すれば必ずしもポイントが多く付与されるわけではありません。

比例配分を用いたスコアリング

スコアリングの手法
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【5.3.1】 環境上のリスクと機会が貴組織の戦略のどのような領域に対し、どのように影響を及ぼしたか、

説明してください。

複数の環境課題について選択可

事業領域 影響の種類

どの環境課題のリスクおよび／
または機会が貴社のこの領域に
お ける戦略に影響を及ぼしま
したか

環境リスクおよび／または機会
が、この領域に おける貴社の戦
略にどのような影響を及ぼした
かを説明してください

製品とサービス

該当するものをすべて選択
してく ださい

▪ リスク
▪ 機会

該当するものをすべて選択してくだ
さい

▪ 気候変動
▪ フォレスト
▪ ウォーター

文字記入欄
[最大3,000字]

バリューチェーン
上流/下流

該当するものをすべて選択
してく ださい

選択肢：

▪ リスク
▪ 機会

該当するものをすべて選択してくだ
さい

▪ 気候変動
▪ フォレスト
▪ ウォーター

文字記入欄
[最大3,000字]

研究開発への投資

該当するものをすべて選択
してく ださい

▪ リスク
▪ 機会

該当するものをすべて選択してくだ
さい

▪ 気候変動
▪ フォレスト
▪ ウォーター

文字記入欄
[最大3,000字]

操業

該当するものをすべて選択
してく ださい

▪ リスク
▪ 機会

該当するものをすべて選択してくだ
さい

▪ 気候変動
▪ フォレスト
▪ ウォーター

文字記入欄
[最大3,000字]

スコアリングの手法
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環境課題ごとに回答しない例

環境課題 プロセスの有無
このプロセスで評価
された依存やインパ

クト

依存やインパクトを評価しない主
な理由

依存やインパクトを評
価しない理由を説明し、
今後評価を行う計画
があれば説明してくだ

さい。

[共通]
環境課題ごとには
回答欄が設けられ
ていない

選択肢：

▪ はい
▪ いいえ、しかし、今後2年以内に
そうする予定です

▪ いいえ、また、今後2年以内に
そうする予定もありません

選択肢： 

▪ 依存のみ
▪ 影響のみ
▪ 依存と影響の両方

選択肢： 

▪ 内部リソース、能力、または専門知識
の欠如（例：組織の規模が原因）

▪ 標準化された手順がない
▪ 当面の戦略的優先事項ではない
▪ 重要でないか、関連性がないと判断
した

▪ その他、具体的にお答えください

文字記入欄 [最大2,500
字]

気候変動 ー ー ー ー

フォレスト ー ー ー ー

ウォーター ー ー ー ー

プラスチック ー ー ー ー

生物多様性 ー ー ー ー

【2.2】 環境への依存、インパクト、リスクと機会について、特定、評価および管理するプロセスがありますか。

スコアリングの手法
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マネジメントレベルやリーダーシップレベルにおいて、いくつかの質問は回答者が提供する自由記述の
内容で評価されます。

原則として、自由記述の回答は、評価の対象となる環境課題領域に明らかに関連している場合にのみ、
採点基準を満たすとみなされます。

重複する記述回答
質問間または環境課題領域間で複製して貼り付けたものなどは、それぞれ特定のケースの文脈で意味
が通り、スコアリング基準で求められる具体的な詳しい情報を提供している場合のみ、得点の対象とな
ります。
各質問や環境課題領域または開示する欄に合わせて記述する回答を調整してください。テキストを複
製するときには 注意を払う必要があります。

CDPのスコアリング
自由記述回答の評価
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３つの主な方法

明確な根拠
実施した方法論、説明、決定および行動に対する論理的な根拠＝「明確な根拠」を提供する

時間軸を含む事例
時間軸を含めて、実施した行動の例を提示する

説明の記述
特定のトピックに関する説明を提供する （次ページ参照）

CDPのスコアリング
自由記述回答の評価

質問の文脈で行われた行動や決定についての詳しい説明

行動には「意思決定、実施されたプロジェクトや活動、設定された目標やコミットメント」などを含める

行動の時間軸に関する詳細を含める
例）その行動を実施した年、またはその行動が現在も継続している場合は開始日など

信頼性の高い
データとなる
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説明の記述 特定のトピックに関する説明を提供する

CDPのスコアリング
自由記述回答の評価

不十分な回答例 良い回答例

これは当社の事業には関係ありません。 鉱業会社として、地方自治体の取水は○○の事業所にのみ関連しています。
これらの取水量は、当社の採掘事業における直接の取水と比較して最小限で
あり、重要とは見なされないため報告しません。

 なぜどのようにそのトピックが自社に関連性がないのかが説明されていないため、説明とはみなされま
せん。理由を明確に説明する必要があります。
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CDPのスコアリング
自由記述回答の評価

不十分な回答例 良い回答例

温室効果ガス（GHG）排出量削減に関す
る規制が強化されています。
Y社では、GHG排出量を削減するため
に再生可能エネルギーの導入を検討して
います。

パリ協定の採択により、各国が温室効果ガス（GHG）排出量削減に向けた具体
的な目標を設定しています。日本でも2030年までに温室効果ガス排出量を
2013年度比で46%削減することを目標としています。Y社では、パリ協定に
基づき、GHG排出量の削減を目指し、以下のアクションを実施しています。
1. 再生可能エネルギーの導入

- 自社施設の電力供給を再生可能エネルギーに切り替えました。
- 実装のタイムスケール：2023年1月から2024年12月にかけて段階的に
導入完了。

- 結果：2024年末までに、GHG排出量を2013年度比で30%削減。
2. エネルギー効率の向上

- 省エネ設備の導入と運用改善を進め、エネルギー効率を高めました。
- 実装のタイムスケール：2023年4月〜現在進行中。
- 結果：2023年末までに、エネルギー消費量を20%削減。

Y社では、2030年までにGHG排出量を2013年度比で50%削減し、2050
年までにカーボンニュートラルを達成することを目指しています。

 「行動の結果」や「実装のタイムケール」を記載することが望ましい場合
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 多くの質問は、各環境課題領域のデータを別々の欄にまとめて開示することが求められている。

 一部の質問は、定められた欄から関連する環境課題を選択することで、その環境課題に関連するデータの行を特定
する必要がある。

 該当する環境課題を所定の欄で選択しなかった場合、その回答はスコアリングにおいて考慮されず、質問に対して
その環境課題については非開示のペナルティを受ける可能性がある。

CDPのスコアリング
注意事項

- どちらも、特に指定がない限り、特定の環境課題に対するスコアリングは、関連する行・該当する欄に記載された
データのみに実施される。

- 例えば、「気候変動」の採点基準では「気候変動」の欄に提供されたデータのみが評価される。
- 内容が共通する場合でも、それぞれの環境課題のスコアリング基準にしたがってスコアリングが実施されるため、
気候変動に関しては気候変動の、 ウォーターに関してはウォーターのスコアリング基準に沿って回答できている
か注意を払う。

- 環境／ESG／サステナビリティなど、包括的な記述は避ける。
- 特定の環境課題であることの明示がないと、ベストプラクティスに沿った回答とはみなされない場合がある。 
- 2.2．2など説明欄がある質問に対しては、回答内容が特定の環境課題関連であることを明示するのが望ましい。
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ポータルに表示される言語を
設定できます。

質問書・ガイダンスを日本語に
したい場合は、Japaneseを
選択してください。

ポータルの言語設定

コミュニケーション設定

 CDPから送信されるメール
の言語を設定ができます。

ポータルとコミュニケーション
で異なる言語で選択・設定し
ても問題ありません。

回答する言語は日本語でも英語でも同様に評価されます。
ただし、質問書の記述欄で用いる言語は1つに統一しないとスコアリングに悪影響がでますので、ご注意ください。

CDPのスコアリング

設定欄の名称に更新がありました。

旧）コミュニケーション設定
新）通知メールでの使用言語

旧）ポータルの言語設定
新）ポータルおよび質問書での使用言語
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CDP 2024 コーポレート完全版質問書
スコアリングイントロダクション

Version Control Tables
CDP Corporate Questionnaires and Scoring Methodologies

CDPのスコアリングを理解するために

 各資料は開示サイクルの途中でも更新される可能性があります。
 Version Control Tablesで改訂履歴をご参照いただけます。

https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
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CDPのスコアリングを理解するために
Guidance for companies – CDP

 スコアリングの透明性を高めるため、関連する情報はウェブサイト上に掲載しています。

Essential criteria Scoring introductions, Scoring changes

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
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CDPのスコアリングを理解するために
Guidance for companies – CDP

 スコアリングの透明性を高めるため、関連する情報はウェブサイト上に掲載しています。

Category mapping

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
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CDPのスコアリングを理解するために
Guidance for companies – CDP

 スコアリングの透明性を高めるため、関連する情報はウェブサイト上に掲載しています。

Category weightings

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies


CDP Worldwide-Japan
〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-5-1 丸の内二丁目ビル7階

https://japan.cdp.net/ （日本語サイト）

お問い合わせ
CDPヘルプセンターへは、サインイン後に「マイサポート」から「サポートチームに照会」へお進みいただき、
「サポートチームへのお問い合わせ」フォームよりご連絡ください。
日本語でご入力いただけます。

https://help.cdp.net/ja-JP/
https://www.cdp.net/en/users/sign_in
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